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スタジオの進め方
学生が新地町に入り込み、地元の方へ
の聞き取りやフィールドワークを行う1

グループワークを行い、地域が抱える課題を整理する2

地域課題解決のための具体的なアクション（＝地域活動）
を提案する3

提案を地域住民に提示し、ワークショップ等と通じて
フィードバックを経たのち、学生と地域住民が協働して
アクションを実践する
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1 フィールドワーク・聞き取り 2 グループワーク
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3 活動提案・ワークショップ・アクションの実践4

4



しんちゃっと学生ツアー しんみー

学生に新地を訪れて地元の
生業に触れ、その体験を
「マガジン」として発行。
それを見た新たな学生が新
地を訪れるという循環によ
り、新地町の関係人口を増
加させるプログラムを提案。

UDCしんちをより広く町民に
知ってもらうため、UDCが出
張して地域を巡る移動型UDC
「しんちゃっと」を提案。

町内で行われる行事・イベ
ントの情報が受け取れ、自
分自身の活動の情報発信も
できる新地町のためのアプ
リを提案。

伊藤映美（情報学）
林明侑奈（建築学）
宮村悠太（造園学）

津田真里愛（建築学）
時田岳遠（都市計画学）
朴天丞（社会学）

寺浦沙也佳（社会学）
都築葵（健康医学）
中村悠哉（都市計画学）
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学生ツアー スタジオ１
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学生ツアー スタジオ１
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2024年8月10,11日 マガジン1出版のためのインタビュー等の調整
2024年9月24-25日 新地体験ツアー開催

学生ツアー スタジオ２
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学生ツアー

マガジン Vol.1 2024.8.19発行 マガジン Vol.2    2024.9.28発行

スタジオ２
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学生ツアー

マガジン Vol.1 2024.8.19発行

スタジオ２

10



学生ツアー

マガジン Vol.2    2024.9.28発行

スタジオ２
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しんちゃっと スタジオ１
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しんちゃっと スタジオ１
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2024年8月11日：制作に向けたワークショップ
2024年9月27-29日：『しんちゃっと』上屋の制作
2024年10月27-28日：『しんちゃっと』新地町内へ出張

しんちゃっと スタジオ２

14



2024年8月11日：制作に向けたワークショップ
2024年9月27-29日：『しんちゃっと』上屋の制作
2024年10月27-28日：『しんちゃっと』新地町内へ出張

しんちゃっと

1日目(27日): 釣師防災緑地公園→バーベキュー広場(こもれび広場)→新地駅前
2日目(28日): 雁小屋地区集会場→鹿狼の湯→新地駅前

スタジオ２
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しんみー スタジオ１
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しんみー スタジオ１
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しんみー

2024年10月5日、6日：釣師潮風マーケットへのブース出展
「しんみー」体験版へのフィードバック

スタジオ２
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３班共通の課題

構想 試験実施 改善 運用開始 本格運用企画化 改善
小さくはじめる 安定させるやってみる

スタジオ１ スタジオ２ ？

ここの道筋は
描けていない

これまでの企画を一部引き継ぎ、試験実施のノウハウを生かし、
現実的な範囲で「小さくはじめる」ための提案ができないか

最終年度に
むけて
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2025/02/10  UDCしんち活動報告会＠観海ホール

来年度（2025.4-）のスタジオ

受講生を絞り、少数精鋭（２班体制）に1

これまでの企画の一部を引継ぎ、UDCしんちとして、スタジオ終了後も
取り組めそうなアクションを提案する

2

全４回の最終回

今まで以上に地元の方と一緒に動く。地元の活動に入って体験する
時間をしっかり取る

3

引き続きよろしくお願いいたします！
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